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北

海

道

地

方
炭

鉱

の
開

発

と

展
開

概

況

(
要

覧

及
び

覚

書

)

一、

開

坑

沿

革

鉱

業

権

者

篇

O

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

e
利
用
文
献
に
つ
い
て

口
整
理
方
法
の
骨
子

一
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
大
要

e
沿
革
の
大
要

⇔
出
炭
高
の
推
移

日日
鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

⑳
稼
行
炭
礦

数

五
指
標
の
集
約

二
、
開
坑

・
沿
革
概
況

e
開
坑
時
期
別
分
布

〔
開

坑
の
炭
田
別
分
布

日
稼
行
炭
礦

数

日四
開
坑
沿
革
の
タ
イ
プ

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

e
鉱
業
権
者
数

⇔
居
住
地
細
別

日日
鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
状
況

日四
鉱
業
権
者
の
資
太

・
業
種
別
構
成
の

一
斑

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
礦

占
有
化
概
況

(
以

上

太

号
)

e
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系
の
比
重

⇔
時
期
別
に
見
た
炭
礦

開
坑
経
営
者

の
種
別
構
成
概
況

五
、
北
海
道
に
お
け
る
炭
田
開
発
進
度
と
そ
の
ベ
ク
ト
ル

日[
炭
田
開
発
進
度
と
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連

日0
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

日日
三
大
財
閥
系
炭
礦

分
布
概
況

附

一
、
地
元
炭
礦

大
資
本
の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

は
じ
め
に

太
稿

は
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
生
成
と
そ
の
後

の
展
開
を
論
究
し
或
は
概
説
し

よ
う
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
研
究
以
前
の
段
階
、
そ
の
時
点

々
々
の
道

内
各
炭
礦

・
鉱
区
の
概
況
を
示
す
代
表
的
な
資
料
を
整
理
集
約
し
て
、
研
究
者

は
じ
め
こ
の
方
面
に
関
心
を
も

っ
方

々
に
お
い
て
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
沿
革
概

況
を
明
ら
め
て
ゆ
く
上
の

一
斑
の
素
材
と
し
、
踏
台
の

一
と
な
り
得
る
で
あ
ら

う
要
覧
的
資
料
を
提
供
す
る
に
あ
る
。

大
体
、
e
基
本
史
料
の
紹
介
乃
至
覆
刻
や
統
計
整
理
、
年
表

の
作
成
な
ど
、

日口
研
究
成
果
や
こ
れ
に
基
く
通
史
、
概
説
の
発
表
、
と
い
っ
た
両
面
は
研
究
者

の
並
々
な
ら
ぬ
御
苦
辛
に
負
ひ
な
が
ら
も
華

々
し
く
増
加
す
る
が
、
史
料
を
整

理
集
約
し
た
要
覧
、
集
約
表
と
い
っ
た
前
記

の
両
者
の
懸
橋
と
な
り
研
究
上
の

便
覧
資
料
と
な
る
べ
き
中
間
の
も
の
は
と
か
く
疎

か
に
せ
ら
れ
が
ち
の
憾
み
を

トゐ



禁
じ
得
な
い
。

行
文
の
間
に
真
意
或
は
実
相
を
玩
味

す
べ
き
内
容
の
史
料
を
整
理
集
約
す
る

こ
と
は
容
易
で
な
く
、
ま
た
勢
ひ
研
究
の
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、

概
況
要
覧
、
沿
革
要
項
な
ど
に
関
し
て
は
そ
れ
な
り
の
苦
心
は
避
け
ら
れ
な
い

に
し
て
も
む
し
ろ
根
気
さ

へ
あ
れ
ぽ
客

観
的
に
整
理
集
約
す
る
こ
と
が
比
較
的

容
易
で
あ
り
、

か
つ
は
立
場

・
主
観
に
左
右
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
殆
ど
な
い
か

ら
、
各
要
件
或
は
各
面
に
わ
た
り
適
当

に
整
理
集
約
す
れ
ば
、
基
本
史
料
を

一

応
度
外
視
し
て
も
研
究
老
が
そ
れ
ぞ
れ
な
り
に
趨
向
の
大
体
を
把
握
す
る
こ
と

が

で
き
る
便
覧
的
資
料
を
な
す
で
あ
ら
う
。
研
究
者
で
な
い
小
生
の
努
力
す
べ

き

と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
つ
は
適
合
の
作
業
で
も
あ
る
。

北
海
道
石
炭
鉱
業
に
つ
い
て
の
統
計
資
料
類
は
す
で
に

「
北
海
道
炭
蹟
統
計

資
料
集
成
」

(
道
立
労

働
科
学
研
究

所
編

、
昭
和

二
十

五
年
)
と
し
て
編

集

せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
沿
革
を
概
観
す
る
柱
と
な
る
べ
き
開
坑

・
沿
革
、
生

産
機
構
概
況
な
ど
に
関
す
る
要
覧
、
集
約
表
か
ら
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
生

産
機
構
に
つ
い
て
は
な
ほ
最
終
的
な
集
約
整
理
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で

後

日
に
譲
り
、
炭
田
開
発
と
炭
礦

経
営

の
沿
革
に
係
る
開
坑
沿
革
、
鉱
業
権
者

の
二
項
を
主
眼
と
し
て
整
理
集
約
し
た
結
果

の
提
供

に
止
め
る
。

e
利
用
文
献
に
つ
い
て

主
と
し
て
整
理
集
約
し
た
文
献
を
具
体
的
に
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

以
下
に
摘
記
す
る
集
約
結
果
に
も
係
る

の
で
、
A
、
B
二
類
に
区
別
し
て
掲
げ

る
。
A
類
は
開
坑
沿
革
に
関
し
、
B
類
は
鉱
業
権
者
と
鉱
区
に
関
し
主
た
る
資

料
と
し
た
。

A
類

「北
海
道
鉱
産
及
鉱
業

二
関
ス

ル
旧
記
摘
録
」

(
明
治
二
十
九
年
四
月
、

札
幌
鉱
山
監
督
署
編
)

「北
海
道
鉱
業
概
要
」

(大
正
七
年
八
月
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
会
編
)

「北
海
道
鉱
業
誌
」

一
九
二
四
、

一
九
二
八
、

一
九
三
四
各
年
版

(
大
正

十
三
、
昭
和
三
、
同
九
各
年
、
同
上
編
)

「北
海
道
石
炭
鉱
業
会

々
報
」
所
載
の
各
年

「北
海
道
石
炭
鉱
業
概
観
」

(大
正
四
年

ー
昭
和
三
年
)

B
類

「鉱
区

一
覧
」
明
治
四
十
四
、
大
正
二
、
四
、
五
、
七
～
九
各
年
版

(
北

海
道
鉱
山
監
督
署
編
)

「北
海
道
石
炭
鉱
業
会

々
報
」
所
載
の
鉱
業
権
登
録

・
移
転
記
事

(
大
正

三
年

月
創
刊
号
-
同
十
年

一
月
号
)

右
の
う
ち
B
類
は
手
元
資
料
に
次
の
や
う
な
不
備
が
あ
る
。
私
事
な
が
ら
、

い
ま
は
こ
の
不
備
部
分
を
調
査
採
集
し
補
填
す
る
だ
け
の
逞
が
な
い
た
あ
、
整

理
す
べ
き
範
囲
は
制
約
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
、
不
備
を
免
れ
な
い
こ
と
を
お
詑

び
し
て
お
く
。

「鉱
区

一
覧
」
1

三
菱
美
唄
炭
礦

史
編
纂
資
料
用
と
し
て
参
考
必
要
部
分
の

み

を
採

集

し

た

の

で

夕
張

・
空

知

両

郡

全
部

の

ほ

か

は

三
菱

も

し

く

は
美

唄

に

直

接

・
間

接

関
連

あ

る
部

分

の

み

に

止

あ
た

か
ら

、

そ

の
全

内

容

に

亘

っ
て

ゐ
な

い
。

か

つ
は

掲

記

し

た

や

う

に

連

年

で
な

く
、

若

干

の
年

次

を

暑

し

て

ゐ

る
。

「北
海
道
石
炭
鉱
業
会

々
報
」
ー

欠
号
が
若
干
あ
る
。

口
整
理
方
法
の
骨
子

前
掲
資
料
の
整
理
集
約
要
領
は
そ
れ
ぞ
れ
各
素
表
に
掲
記
し
、
素
表
よ
り
作

成
し
た
各
集
約
表
に
も
備
考
に
註
記
し
て
お
い
た
が
、
以
下
に
整
理
集
約
結
果

を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、
そ
れ
ら
を
見
て
ゆ
く
前
提
要
件
と
し
て
の
整
理
集
約

要
領
の
骨
子
を
こ
こ
に
概
括
し
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

e
A
類
資
料
は
開
坑
沿
革
を
主
と
し
、
時
期
下
限
を
昭
和
三
年
と
し
た
が
、
主

要
炭
礦

に
関
し
て
は
そ
の
後
の
沿
革
も
参
考
的
に
加

へ
た
。

原
表
と
し
て

「
北
海
道
地
方
炭
礦

開
坑
沿
革
要
覧
」
表
を
作
成
し
、

こ
れ

を
基
と
し
て

「
北
海
道
地
方
炭
畷
開
坑

・
譲
受
略
年
表
」
お
よ
び

「北
海
道



地
方
鉱
業
権
者
別

・
時
期
別
炭
礦

開

坑

・
経
営
要
表
L
の
二
素
表
を
作
成
し

た
。整

理
の
基
太
は
お
よ
そ
次
に
お
い
た
。

④
鉱
業
権
の
初
設
定
、
試
掘
開
坑

・
正
式
開
坑
に
重
点
を
お
き
、
沿
革
と
し

て
鉱
業
権
の
移
動
は
な
る
べ
く
詳

細
を
期
し
た
が
、
年
内
移
動
な
ど
短
期

間
の
も
の
は

一
部
省
い
た
も
の
も
あ
る
。

沿
革
記
事
に
違
ひ
の
あ
る
も
の
は
他
資
料
お
よ
び
管
見
の
範
囲
に
お
い
て

妥
当
と
認
め
ら
れ
る
方
を
採

っ
た
。

↓
試
掘
開
坑
、
正
式
開
坑
な
ど
は

「
北
海
道
石
炭
鉱
業
会

々
報
」
所
載

の
各

年

「
北
海
道
石
炭
鉱
業
概
観
」

に
よ
り
修
補
し
た
。

ω
原
表
記
載

の
出
炭
高

(
明
治
四
十
四
年
-
大
正
十

一
年
)
は

「
北
海
道
炭

磯
統
計
資
料
集
成
①
」
に
主
と
し
て
拠
り
、
明
治
四
十
四
年
は

「
鉱
区

一

覧
」
を
参
照
し
、
大
正
三
年
以
後

は
前
記
の
号
資
料
を
も
参
照
し
た
。

㈹
時
期
別
を
五
期
に
分

っ
た
。

第
-
期

(明
治
二
十
七
年
ま
で
)

ー
1

必
要
に
よ
り
こ
れ
を
更

に
①
明
治

二
十
年
ま
で
、
②
明
治
二
十

一
i
1

二
十
七
年
に
二
分
す
る
こ
と
も

あ
る
。

第
Ⅱ
期

(
同
二
十
八
-

三
'十
七
年
)

第
Ⅲ
期

(
同
三
十
八
～

大
正
二
年
)

第
W
期

(大
正
三
-

八
年
)

第
V
期

(
同
九
-

昭
和
三
年

)

1

但
し
、
主
要
炭
礦

に
つ
い
て
は
そ

れ
以
後
を
含
め
る
こ
と
も
あ
る
。

日O
B
類
資
料
は
鉱
業
権
の
設
定

・
移
動

を
主
眼
と
し
て
大
正
九
年
ま
で
を
整
理

し
た
。

原
表
と
し
て
鉱
業
権
者
別
に
年
次
別

・
炭
田
別
鉱
業
権
設
定
概
要
表
を
作

成
し
、

こ
れ
を
基
に
し
て
諸
集
計
を
し
た
。
本
稿
に
は
原
表
の

一
部
を
要
約

し

た

「
鉱

業

権

者

名

簿

」

を

素
表

と

し

て
別

添

し

た
。

整

理

の
基

太

は

大

体

次

の
点

に

お

い
た

。

④

明

治

四
十

四

年
、

大

正

二
年

の

両

年

は

「
鉱

区

一
覧

」

の
夕

張

.
空

知

両

郡

の

み

を
、

大

正

四

1
九

年

は

「
北

海

道

石

炭

鉱

業

会

々
報

」

所

載

の

鉱

業

権

登

録

・
移

動
記

事

を
基

と

し

(
但

し
、

大

正

三

年

は
創

刊

し

て
僅

か

の

期

間

な

の

で

四

年

に
加

算

し

た
。

ま

た

厳

密

に

月

日

を

以

て
年

次

を

区

別

せ
ず

、

号

を

以

て
区

別

し

た

こ
と

を

お
断

り

し

て

お

く

)

、

こ

れ

に

「
鉱

区

一
覧

」

に

拠

り

夕

張

・
空
知

両

郡

関

係

お

よ
び

附

随

し

て
他

郡

の

も

の
が

あ

れ
ぽ

そ

れ

を
加

へ
て

補

っ
た

。

な

ほ
、

前

記

の
や

う

に

「
北

海

道

石

炭

鉱

業

会

々
報

」

に

は
僅

か

の
欠

号

が

あ

り
、

か

つ
は
所

載

記

事

が

登

録

・
移

動

の

全
部

を

収

録

し

た

も

の

か
ど

う

か
、

疑

問

な

し

と

し

な

い

節

も

あ

る

の

で
、

不

備

を
免

れ
な

い
。

炭

田
別

は
次

の
や

う

に
大

別

し

た
。

石

狩

(
夕

張

、

空

知

に

二
分

す

る
)

。

釧

路

(
釧

路
、

白

糠

に

二
大

別

し
、

こ
れ

に
網

走

方

面
、

根

室

方

面

を

考

慮

し

て
加

へ
た
)

。

天

北

(
天

塩

、

北

見

の
両

国

に

二

大

別

す

る
)

留

萌

そ

の
他

(
十
勝

、

日
高

、

胆

振

、

そ

の
他

に
区

分

す

る

が
、

大

体

に

お

い

て
十

勝

・
胆
振

と

そ

の
他

と

に
大

別

す

る

)

右
の
各
炭
田
に
お
け
る
鉱
区
保
有
の
有
無
の
み
を
鉱
業
権
者
別
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
に
止
め
、
鉱
区
件
数
を
問
は
ず

一
件
と
し
て
整
理
し
た
。

鉱
業
権
者
に
つ
い
て
は
住
所
と
資
太
別

・
業
種
別
の
種
別
を
分
明
す
る
範

囲
に
お
い
て
附
記
し
た
。

こ
の
う
ち
、
住
所

(法
人
は
所
在
地
)
は

「
北

海
道
石
炭
鉱
業
会
々
報
」
所
載
記
事
記
載

の
み
の
者
に

一
部
未
詳
の
者
が

残

っ
た
。
住
所
は
道
内

・
道
外
に
二
大
別
し
、
前
者
は
札
幌

・
小
樽
を
重

一一



視

し
、

そ

の
他

は

大

体

右

の
炭

田
別

に

準

じ

た

地

方

別

に
区

分

し

た
。

後

者

は

東

京

(
こ

れ

に
横

浜

を

加

へ
)

を
重

点

と

し
、

こ
れ

に
阪

神

を
考

慮

し

、

他

は
大

体

地

方

別

に

区

分

し

た

。

種

別

は

右

に
比

し

て
分

明

す

る
者

が

わ
つ

か

に
す

ぎ

ず

、

多

く

は
未

詳

の

ま

ま

と

せ
ざ

る
を

得

な

か

っ
た
。

「
北

海

道

人
名

辞

書
」

の

ほ

か
若

干

の
参

照
資

料

の

ほ

か

は
他

に

人

名

録

お

よ
び

こ

れ

に
類

す

る
資

料

が

手

元

に
な

い

の

で
、

か
や

う

な

結

果

で
あ

る
。

分

明

す

る

者

に

つ
い

て

は
、

財

閥

系
、

鉱

業

・

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業

関

係

、

金

融

関

係

、

海

運

・
土

建

関

係

、

貿

易

・
商

業

関

係

、

一
般

産

業

関

係

、

政

界

.
官

吏

等

(
弁

護

士

な

ど

を

も

含

む
)

、

そ

の
他

に
区

分

し

た

。

な

ほ
、
本

稿

に

は

間

に
合

せ
得

な

か

っ
た

大

正

十

年

以

後

の
鉱

業

権

者

・

鉱

区

に

つ
い

て

も

追

っ
て
整

理

し
追

加

し

た

い
。

ま

た

種

別

も

い
つ

れ

適

当

な

資

料

等

に

よ

り

未

詳

を

な

る

べ
く

少

く

す

る

よ
う

に
努

め

た

い
、

と

は

思

っ
て

い

る
。

]U
A

B

各

類

別

に
整

理

し

た

の

で
、

と

き

に
同

一
事

項

に

つ
い

て
集

計

も

二

種

と

な

る

こ
と

も

あ

る
。

こ

れ

は

典
拠

の

違

ひ

に

よ
り

若

干

の
異

同

を

生

ず

る

に
依

る
も

の

で

あ

る

こ

と

を

お

断

り

し

て
お

く

。

(
以

下

次

号

)

前

号

「
日
本
労
務
管

理
年
誌

」
の
編

纂

過
程
を

顧

み

て
ー

正
誤

表

頁七
五

七
六

七
八

七
九

八
〇

八
二

八
三

八
四

行

上

一
二

下

左

八

下

五

下

六

上

一
二

二

一

一
八

上
左
三

上
左
四

下

一
四

上

一
六

下

八

下

六

下

七

上

一
}

上

七

誤

の
さ

へ
予
定
に
封
し

講
成

御
古

正
夫

仮
名
遺
ひ

〃

拘
混

●

当
用

漢

企

業

別

が

遡

る

及

至
蕉

幹

部

提

へ

と

こ

り

タ

プ

ロ
ク

ト

提

へ
て

「
に

お

い
て

」
の

次

に

正

さ
へ
予
定

に
封
し

構
成

郷
古

丈
夫

遣
ひ

〃拘
泌

漢
争

夢迦
る

伽
至

奮
幹
部

捉

へ

と
に
よ
り

タ
ブ

ロ
イ
ト

捉

へ
て

「
敢
て
い
へ
ば

」
を
挿
入


